
側
が
主
張
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
ほ
ぼ
認

「推
認
」を
重
ね
る
裁
判
は
　
め
た
。

日要
量
裁
の
意
面
だ̈
つ
た
？

「裁
判
所
が

｝推
認
」
と
い
う
言
葉
を

使

っ
た
こ
と
に
い
ち
ば
ん
驚
き
ま
し

た
。
推
認
で
や
ら
れ
た
ら
、
鈴
木
宗
男

は
も
っ
と
重
い
罰
を
受
け
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
。
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
法
廷
が

本
来
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、

ち
ょ
っ
と
疑
間
に
思
い
ま
し
た
ね
」

昨
年
１２
月
６
日
朝
、
あ
っ
せ
ん
収
賄

罪
な
ど
に
問
わ
れ
服
役
し
て
い
た
元
衆

議
院
議
員
の
鈴
木
宗
男
氏
が
仮
釈
放
さ

れ
、
同
日
午
後
、
記
者
会
見
を
行
な
っ

た
。
そ
の
な
か
で
、
小
沢

一
郎
氏
の
元

秘
書
で
、
政
治
資
金
規
正
法
違
反

（虚

偽
記
載
）
の
罪
に
問
わ
れ
た
衆
議
院
議

員

・
石
川
知
裕
被
告
ら
３
人
に
対
す
る

一
審
の
東
京
地
裁
の
有
罪
判
決

（昨
年

９
月
２６
日
、
控
訴
中
）
に
つ
い
て
、
冒

頭
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
た
の
で
あ
る
。

鈴
木
氏
自
身
、
公
判
な
ど
を
通
じ
て

一
貫
し
て
無
罪
を
主
張
し
て
き
た
だ
け

に
、
石
川
氏
ら
の
裁
判
の
あ
り
方
に
批

判
の
目
を
向
け
る
の
も
当
然
だ
ろ
う
。

確
か
に
、
こ
の
裁
判
で
は
東
京
地
検

特
捜
部
が
作
成
し
た
調
書
の
多
く
が

「威
迫
と
利
益
誘
導
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
た
」
と
し
て
証
拠
採
用
さ
れ
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
地
裁
の
登

石
郁
朗
裁
判
長
は

「
自
然
だ
」
「
推
認

で
き
る
」
の
表
現
を
多
用
し
て
、
検
察

例
え
ば
、

「収
支
報
告
書
の
記
載
は
、
陸
山
会
が

小
沢
氏
か
ら
転
貸
金
を
借
り
入
れ
た
日

と
み
る
の
が
自
然
で
合
理
的
だ
」

「石
川
被
告
は
４
億
円
の
収
入
や
、
こ

れ
を
原
資
と
し
た
土
地
取
引
費
用
の
支

出
が
２
０
０
４
年
分
収
支
報
告
書
に
載

る
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
強

い
意

思
を
も

っ
て
、
種
々
の
隠
蔽
工
作
を
し

た
こ
と
が
強
く
推
認
さ
れ
る
」
（傍
点

は
筆
者
）

こ
う
し
た
事
実
認
定
の
あ
り
方
は
最

近
の
刑
事
裁
判
に
共
通
す
る
も
の
だ
と

指
摘
す
る
の
は
高
山
俊
吉
弁
護
士
だ
。

「裁
判
員
裁
判
に
も
共
通
す
る
こ
と
で

す
が
、
緻
密
に
、
客
観
的
な
証
拠
を
積

み
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
少
な
い
証
拠

で
も
推
認
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
事

件
の
コ
ア

（核
心
）
の
事
実
が
認
定
で

き
れ
ば
い
い
ん
だ
と
い
う
最
高
裁
の
考

え
方
が
陸
山
会
事
件
の
判
決
に
も
表
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
。
裁
判
を
迅
速
に
処

理
し
て
い
く
の
が

ク
優
れ
た
裁
判
官
ク

と
い
う
風
潮
が
東
京
地
裁
を
中
心
に
あ

る
こ
と
は
司
法
の
自
滅
を
意
味
す
る
と

思
い
ま
す
」

つ
ま
り
、
登
石
裁
判
長
の
判
決
は
最

高
裁
の
刑
事
裁
判
に
対
す
る
考
え
方
を

具
現
化
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う

わ
け
だ
。
確
か
に
、
クヒ
ラ
メ
裁
判
官
ク

と
い
う
、
常
に
上
の
様
子
ば
か
り
を
う

か
が
う
裁
判
官
が
い
る
の
も
事
実
だ
。

登
石
裁
判
長
も

ク
ヒ
ラ
メ
ク
な
の
か
？

そ
こ
で
、
登
石
裁
判
長
の
経
歴
を
調

べ
て
み
た
。
と
い
う
の
は
、
筆
者
は
０９

年
秋
、
本
誌
で

「日
本
の
司
法
を
ダ
メ

に
す
る

冒
取
高
裁
事
務
総
局
」
の
正
体
」

と
題
し
た
記
事
を
４
回
に
わ
た
っ
て
掲

載
。
全
国
の
裁
判
官
の
人
事
権
を
握
る

最
高
裁
事
務
総
局
の

「裁
判
を
し
な
い

裁
判
官
」
、

つ
ま
り

「
エ
リ
ー
ト
司
法

官
僚
」
に
よ
っ
て
裁
判
官
統
制
が
行
な

わ
れ
、
現
場
の
裁
判
が
ゆ
が
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

裁
判
官
と
い
え
ど
も
人
の
子
。
地
方

の
裁
判
所
よ
り
東
京
な
ど
大
都
会
の
裁

判
所
に
勤
務
し
た
い
し
、
出
世
も
し
た

い
。
そ
う
し
た
心
理
を
う
ま
く
利
用
し
、

暗
黙
の
う
ち
に
最
高
裁
の
意
に
沿
う
よ

う
な
裁
判
官
を
育
て
、
そ
れ
が
刑
事
裁

判
に
お
い
て
は
検
察
側
の
主
張
を
追
認

し
、　
一
審
で
の
有
罪
率
ほ
ぼ
欄
パ
ー
セ

ン
ト
、
さ
ら
に
数
々
の
冤
罪
を
生
み
出

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た

の
だ
。

で
は
、
登
石
裁
判
長
の
経
歴
は
ど
う

な
の
か
…
…
。

狂 葉を使い、石りI知
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東
大
卒
。
横
浜
地
裁
判
事
補
を
皮
切

り
に
岡
山
や
札
幌
な
ど
で
の
裁
判
実
務

経
験
が
あ
る

一
方
、
「法
務
省
刑
事
局

付
」
や

「司
法
研
修
所
教
官
」
の
経
験

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
裁
判
所
と

法
務
省
の
人
事
交
流
は

「判
検
交
流
」

と
い
わ
れ
、
エ
リ
ー
ト
裁
判
官
養
成
の

一
環
と
い
わ
れ
る
。
し
か
も
登
石
氏
は

司
法
研
修
所
教
官
の
経
験
も
持
つ
。

「司
法
官
僚

裁
判
所
の
権
力
者
た
ち
』

（岩
波
新
書
）
な
ど
の
著
書
が
あ
る
元

千
葉
大
学
教
授
の
新
藤
宗
幸
氏
が
語
る
。

「
エ
リ
ー
ト
裁
判
官
に
は
ほ
ぼ
共
通
し

た
経
歴
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
東
大
卒

か
京
大
卒
で
、
裁
判
官
と
し
て
の
初
任

地
が
東
京
地
裁
で
あ
る
こ
と
で
す
。
登

石
裁
判
長
の
初
任
地
は
横
浜
地
裁
で
す

か
ら
超
エ
リ
ー
ト
裁
判
官
と
は
い
え
な

い
に
し
て
も
、　
一
応
エ
リ
ー
ト
の
道
を

歩
い
て
い
る
こ
と
が
こ
の
経
歴
か
ら
わ

か
り
ま
す
」

ま
た
、
一．裁
判
官
幹
部
人
事
の
研
究
』

（五
月
書
房
）
な
ど
の
著
書
が
あ
る
明

治
大
学
政
治
経
済
学
部
の
西
川
伸

一
教

授
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「最
高
裁
事
務
総
局
勤
務
、
最
高
裁
調

査
官
、
司
法
研
修
所
教
官
の
３
ポ
ス
ト

は
エ
リ
ー
ト
裁
判
官
の

″
三
冠
玉
ポ
ス

ト
″
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」

特
に
、
全
国
の
裁
判
所
の
予
算
や
人

事
な
ど

「司
法
行
政
部
門
」
を
牛
耳
る

最
高
裁
事
務
総
局
勤
務
の
経
験
は
、
そ

の
後
の
裁
判
官
の
出
世
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
と
さ
れ
る
。

「裁
判
官
と
し
て
の
経
歴
の
早
い
段
階

で
事
務
総
局
に
抜
燿
す
る
の
は
、
特
定

の
人
間
を
ビ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
エ
リ
ー

ト
養
成
を
図
る
の
が
目
的
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
事
務
総
局
に
抜
燿
さ
れ

る
よ
う
な
裁
判
官
は
確
か
に
優
秀
。
た

だ
、
上
の
覚
え
が
め
で
た
い
と
い
う
か
、

上
意
下
達
に
対
し
て
基
本
的
に
は
異
論

を
差
し
挟
ま
な
い
よ
う
な
性
格
の
人
間

が
多

い
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
最
高
裁
事
務
総
局
を
頂
点
と

し
た
司
法
官
僚
機
構
が
出
来
上
が
っ
て

い
て
、
そ
の
な
か
を
う
ま
く
這
い
上
が

っ
て
い
っ
た
裁
判
官
が
重
要
な
ボ
ス
ト

に
就
き
、
全
国
の
裁
判
所
を
支
配
し
て

い
る
の
で
す
。
こ
れ
で
は
、
裁
判
官
は

検
察
な
ど
行
政
権
力
か
ら
独
立
し
た
存

在
と
い
う
意
識
が
希
薄
に
な
っ
て
も
や

む
を
得
な
い
で
し
ょ
う
」
（前
出

。
新

藤
氏
）

裁
判
所
と
い
え
ど
も
、
結
局
は
検
察

と
同
じ
官
僚
機
構
・権
力
機
構
で
あ
り
、

エ
リ
ー
ト
意
識
に
支
配
さ
れ
て
い
る
点

で
は
同
じ
と
い
う
こ
と
だ
。

大
阪
＆
名
古
屋
で
の

無
罪
多
発
は
検
察
の

レ
ベ
ル
が
低
い
か
ら
？

実
は
、
陸
山
会
事
件
以
外
で
も
、過
去

に
東
京
地
検
特
捜
部
が
摘
発
し
、
２
０

０
０
年
以
降
に
判
決
が
出
た
有
名
な
刑

事
事
件
を
担
当
し
た
東
京
地
裁
、
東
京

高
裁
の
裁
判
長
の
多
く
は
、
エ
リ
ー
ト
裁

判
官
に
共
通
す
る
経
歴
を
持

つ
こ
と
が

わ
か
っ
た
（左
ペ
ー
ジ
の
表
１
を
参
照
）。

果
た
し
て
、
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
な
の

だ
ろ
う
か
？

「東
京
地
裁
や
東
京
高
裁
に
は
も
と
も

と
エ
リ
ー
ト
裁
判
官
が
集
め
ら
れ
ま
す

か
ら
、
経
歴
が
共
通
す
る
の
は
当
然
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
買
前
出
。西
川
教
授
）

ま
た
、
起
訴
、
控
訴
さ
れ
た
事
件
が

ど
の
裁
判
長
の
担
当
に
な
る
の
か
は
自

動
的
に
割
り
振
ら
れ
、
特
定
の
裁
判
長

が

ク指
名
ク
さ
れ
る
よ
う
な
作
為
は
働

か
な
い
と
も

い
わ
れ
る
。

し
か
し
、
人
事
を
は
じ
め
、
裁
判
所

内
部
で
ど
の
よ
う
な
意
思
決
定
が
行
な

わ
れ
て
い
る
の
か
、
裁
判
所
は
情
報
公

開
法
の
対
象
に
は
な

っ
て

い
な

い
の

で
、
国
民
に
は
そ
の
実
態
が
ま
っ
た
く

わ
か
ら
な
い
。

だ
が
、
東
京
地
検
特
捜
部
が
摘
発
し

た
事
件
で
は
軒
並
み
有
罪
判
決
が
出
て

い
る
の
に
比
べ
、
大
阪
地
検
特
捜
部
、

名
古
屋
地
検
特
捜
部
が
摘
発
し
た
事
件

で
は
意
外
に
も
何
件
か
の
″無
罪
判
決
″

が
出
て
い
る
の
だ
。

そ
し
て
、
地
検
特
捜
案
件
で
無
罪
判

決
を
書
い
た
大
阪
地
裁
＆
高
裁
、
名
古

屋
地
裁
の
裁
判
長
の
経
歴
を
見
る
と
東

京
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
点
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。　
一
部
の
裁
判
官
を
除
け

ば
、
ひ
た
す
ら
実
務
裁
判
官
の
道
を
歩

い
て
き
た
裁
判
長
ば
か
り
。
つ
ま
り
、

エ
リ
ー
ト
と
は
い
わ
れ
な
い
人
た
ち
な

の
だ
（表
２
を
参
照
）
。

も
ち
ろ
ん
、
ひ
と
口
に
地
検
特
捜
案

件
と
い
っ
て
も
、
事
件
の
性
格
や
背
景

は
異
な
る
。
判
決
内
容
と
裁
判
官
の
経

歴
を
簡
単
に
関
連
づ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
も
確
か
。

「こ
れ
は
民
事
の
話
で
す
が
、
以
前
、

東
京
地
裁
民
事
第
３
部
に
藤
■
雅
行
裁

判
長
が
い
ま
し
た

（現
在
、
横
浜
地

・

家
裁
川
崎
支
部
長
）
。
彼
は
エ
リ
ー
ト

で
あ
り
な
が
ら
、
公
共
事
業
に
関
す
る

訴
訟
で
国
側
が
負
け
る
判
決
を
た
び
た

び
書

い
た
。
「国
破
れ
て
３
部
あ
り
一

と
い
わ
れ
た
ほ
ど
で
す
。
エ
リ
ー
ト
コ

ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
も
骨
の
あ
る
、
権

カ
ベ
っ
た
り
で
は
な
い
裁
判
官
も
い
ま

す
」
（前
出

・
西
川
教
授
）

と
は
い
え
、
地
検
特
捜
部
が
描
い
た

構
図
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
し
た
判
決

を
、
最
高
裁
事
務
総
局
か
ら

ク選
抜
さ

れ
た
″
エ
リ
ー
ト
裁
判
官
が
書
く
。
特

に
東
京
で
は
そ
の
傾
向
が
強
い
と
疑
わ

れ
る
判
決
が
出
て
い
る
と
見
ら
れ
て
も

仕
方
な
い
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
傾
向
を
裏
づ
け
る
か
の
よ

う
な
別
の
指
摘
も
あ
る
。
そ
れ
は
合
憲

か
違
憲
か
、
憲
法
判
断
を
め
ぐ
る
裁
判

で
、
裁
判
内
容
が
そ
の
後
の
裁
判
官
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
だ
。

塚
原
英
治
弁
護
士
が
１
９
９
０
年
に

「法
律
時
報
責
日
本
評
論
社
）
で
発
表
し

た
論
文
に
よ
れ
ば
、
公
職
選
挙
法
の
戸

別
訪
問
禁
止
規
定
は
合
憲
だ
と
す
る
最

高
裁
判
決
に
反
し
て
違
憲
だ
と
す
る
判

決
を
書
い
た
あ
る
裁
判
官
は
、
地
裁
支

部
勤
務
を
９
年
と
い
う
ク
異
例
の
長
さ
″

で
経
験
さ
せ
ら
れ
、「例
を
見
な
い
差
別
」

を
受
け
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

〈そ
の
よ
う
な

（最
高
裁
判
決
に
反
し

た
）
判
決
を
し
た
人
が
冷
遇
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
部
内
に
い
る
人
に
は

一
目

瞭
然
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
裁
判
内
容

の
統
制
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
〉

と
指
摘
し
て
い
る
の
だ
。

「犬
に
な
れ
な
か
っ
た
裁
判
官

司
法

官
僚
統
制
に
抗
し
て
３６
年
』
（Ｎ
Ｈ
Ｋ

出
版
）
の
著
者
で
あ
り
、
元
裁
判
官
の

安
倍
晴
彦
氏
も
戸
別
訪
問
禁
止
は
違
憲

と
の
判
決
を
書
い
た
ひ
と
り
だ
。
そ
の

結
果
、
ほ
ぼ

一
貫
し
て
地
方
の
裁
判
所

や
支
部
、
家
裁
で
の
勤
務
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
と
、

０９
年
の
本
誌
連
載
記
事
の

取
材
時
に
語
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
安
倍
氏
は
検
察
官
に
よ
る

被
疑
者
の
勾
留
請
求
を
か
な
り
の
割
合

で
却
下
す
る
裁
判
官
と
し
て
も
知
ら

裁判官の トップ、竹

崎博允最高裁長官の

経歴を見ると、裁判

の実務を担当しない

司法行政部門の人事

が大半。司法修習生

時代に同期だった人

物によれば「竹鵠さ

んは20代の頃から、

将来、最高裁長官に

なるだろうと周囲で

はいわれていまし

たJと いうからエリ

ー ト中のエリー ト

ヮ白rr″」Eし″ nRA



事 件 名

被 告 人

係属裁判所

判決言い渡し

判 決

担当裁判長

出身大学

【司法修習期】

経 歴

東京地検特捜部が

起訴し、2000年 以

降に中j決が出たも

の、および公判中

の裁判官の経歴を

見ると大半が東大

卒で、エリート裁

判官の
｀
三冠王ボ

スト
″

といわれる

「最高裁事務総局

勤務」「最高裁調

査官」「司法研修

所教官」などを歴

任していることが

わかる

太字:ま最高裁事務総局勤務、

最高裁調査官、司法研修所教官など、
エリート裁半」官のポスト。

〈 )は 裁判部ri以外の人事

事 件 名

被 告 人

係属裁判所

判決言い渡し

判 決

担当裁判長

出身大学

:司 法修習期】

経 歴

東京 と比 べ名古

屋、大阪では地検

特捜部実件の場合

でも無罪判決はい

くつか見られる。

裁判を担当した裁

率1長の経歴を見る

とエリー トといわ

れる東京の裁判官

との違い|よ 歴然だ

郵便不正事件
村本厚子

大阪地裁

2010.9.10

無罪
よこた のぶゆき

横田信之
明大

【第32期】

札幌地裁半t事補

本L塀蒙 .地裁

京都地裁

4上台蒙 地裁古,1支都

大阪地裁

大坂地裁 |」 事

宮崎地 家裁

福岡高裁宮崎支部

大販地裁

大阪地裁部給括半な事
20034
那覇地・家裁薔籍括判事

大阪地裁部総括 +」事

主要参考資料 :『全裁判官経歴総覧」公入社

n颯 o っЙ「F″J魔ィ

陸lll会事件

鷺雪
=111轟

謝:■1

(選雑省刑事局付〉 1難亀裁

東京地裁半」事     1翼 撃亀裁ギ:事

紀濃亀家裁     1湯鷺色裁職務代行

そ器篠研修所教官〉 1濁援研修所教官〉

翼寮亀辞t事     1翼曽亀裁

繋誓亀裁       |そ讐穆讐裁事務局長〉
翼撃島裁部総群 」事  1翼撃亀裁部総括辛」事

鈴木宗男事件

婁驚≫調査官 1選膀
綱

墨争裁   1聾馳

言言』illttξlil l曇ii判事
褥

攀
‖蠍 甲

東京高裁
部総括判事

〈東京地裁 P・

~長
〉

〈福岡高裁長直〉

経理局主計課長〉

〈最高裁事務総局
経理局総務課長〉

東京地裁部鈴括キJ事

〈東京高裁事務局長〉

東京高裁半」事

東京地裁部総括キ」事

〈裁判所職員総合F修所長〉

(長野地 家裁所長)

〈千葉地裁所長〉

東京高裁部総括キ」事

(司法研修所長)

1億円ヤミ献金事件
村円兼造

東京地裁

2006.3.30

川□政明
東大

【第31期 1

東京地裁判事補

〈最高裁事務総局
刑事局付〉

東京家裁

津地 家おコ日市支部

東京地裁IJ事

最高裁調査官

名古屋高裁職務代行

名古屋葛裁 |」事

東京地裁

東京地裁部総発
=し

事

横浜地裁部総警 J事

東京高裁

KSD事件
村 上正邦

東京高裁

21X15.12.19

有罪

自木 勇
東大

【第22期】

東京地裁判事補

〈最高裁事務総馬需事局付〉

新潟地 家裁

東京地裁

東京地裁キ」事

名古屋培裁

〈司法研修所教官〉

〈最高裁事務総局
刑事局第2課長〉

〈最高裁事務総局
刑事局第 1・第覇難曼〉

東京地裁

東京地裁部総辞 」事

〈最高裁事務機馬
秘書課長兼広報課長〉

最高裁上席調査官

〈最高裁事務総局
刑事局長兼国審館長〉

〈水戸地裁所長〉

東京高裁部総群 J事

〈東京地裁所長〉

〈広島高裁長官〉

〈東京高裁長官〉

最高裁判事

コンビユ|タム→―
l事件

タイムリー元社長ら

名古屋地裁

21X14,1.28

詐欺罪は無罪

石山容示

【第30期1  ・
本L幌地裁半」事補

(公書等調整委員会
審査官精佐〉

東京li裁

旭川地 家裁

旭′|lt・家裁半J事

名古屋地裁

金沢地 蒙裁部総括ギ」事

名古屋地裁部総括判事

東京高裁

前橋地 家裁
=E総

抵 |」事

東京高裁

(高丼地 家裁所長 )

枚方市談合事件
元枚方南市長

大阪地裁
2009.4.27

ひぐち ひろあき

樋口裕晃
早大

【第34期 l

札幌地裁半J事補

浦rJ地 裁

神戸地 家麦姫路支部

大坂地裁

,9924
大坂地裁ギせ事

長崎地 家裁島原支部

東京高裁職務代行

大販高裁職務代行

大阪高裁判事

稲歌山地 塚裁部総拳 J事

大阪地裁
=S総

括 |ち事

自動車詐欺事件
元会社社長

大阪慶裁

2001.8.29

運転無罪

河上元康
Jヒ リヽ

【第16期】

棒戸地・家裁半」事嬌

福岡地・家裁久留米支部

大阪地 家裁

松山地 家裁宇租島支部

松LI地 蓉裁≒事

京都地裁

声1本増 家裁八代支部長

大阪高菱

京都地裁部総括|」事

大阪地裁部総括判事

大阪地 家裁堺支部長

債 知地 家裁所長 )

大阪再裁部総括
=J事

定年退官

れ
、
裁
判
所
と
検
察
庁
と
の

″和
を
乱

す
存
在
ク
だ
っ
た
こ
と
も
人
事
面
で
冷

遇
さ
れ
た

一
要
因
だ
と
語
っ
て
い
た
。

前
出
の
西
川
教
授
の
研
究
に
よ
れ

ば
、全
国
の
裁
判
所
に
は
明
ら
か
に
ク優

劣
ク
が
あ
り
、
人
事
を
見
れ
ば
自
分
が

エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
に
乗

っ
て
い
る
の
か

い
な

い
の
か
、
裁
判
官
に
は
わ
か
る
の

だ
と
い
う
。
こ
れ
で
は
ヒ
ラ
メ
裁
判
官

が
生
ま
れ
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
に
３
３
０
０
件
以
上
の
裁

判
を
傍
聴
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
今



井
亮

一
氏
が
語
る
。

「多
く
の
人
は
裁
判
所
の
役
割
に
つ
い

て
、
悪
い
人
を
処
罰
す
る
と
こ
ろ
、
真

実
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
、
有
罪
か

無
罪
か
シ
ロ
ク
ロ
つ
け
る
と
こ
ろ
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
裁
判
の
現
場
を
見
続

け
た
者
に
と
っ
て
は
、
そ
ん
な
考
え
は

幻
想
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
裁
判
の
役

割
は
、
検
察
と

一
体
に
な
っ
て
犯
人
を

処
罰
し
、
国
家
の
治
安
、
秩
序
を
守
る

こ
と
と
裁
判
官
は
思
い
込
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。
被
告
人
側
の
主
張
に

つ
い
て
は
疑
っ
て
疑
っ
て
疑
い
抜
き
、

検
察
側
の
主
張
に
つ
い
て
は
な
ん
と
か

信
用
で
き
る
理
由
を
探
し
て
、
拾
い
上

げ
て
や
る
。
そ
し
て
、
も
っ
と
も
ら
し

い
有
罪
判
決
を
書
く
。
そ
う
い
う
傾
向

が
明
ら
か
に
見
て
取
れ
ま
す
」

政
治
家
や
高
級
官
僚
が
ら
み
の
事
件

だ
と
、
検
察
か
ら
盛
ん
に
リ
ー
ク
が
行

な
わ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
が

″悪
徳
政
治
家
ク

ク悪
徳
官
僚
ク
と
書
き
立
て
る
。
国
民

も

「有
罪
に
な
っ
て
当
然
」
と
思
い
込

ん
で
し
ま
う
。
そ
こ
で
裁
判
官
も

「多

少
無
理
し
て
有
罪
に
し
て
も
国
民
か
ら

批
判
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
思

っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
国
民
は
何
か
法

的
な
問
題
が
起
こ
れ
ば
、
最
後
の
判
断

は
裁
判
所
に
頼
る
し
か
な
い
。
そ
の
裁

判
所
の
裁
判
官
が
ヒ
ラ
メ
で
は
、
公
正

な
裁
判
は
期
待
で
き
な
い
。
で
は
、

マ

ト
モ
な
裁
判
官
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
だ
ろ
う
か
。

ク裁
判
所
情
報
公
開
法
夕で

国
民
が
監
視
で
き
る
体
制
に

裁
判
官
の
人
事
制
度
を
見
直
す
べ
き

と
指
摘
す
る
の
は
前
出
の
西
川
教
授
だ
。

「
一
部
の
エ
リ
ー
ト
裁
判
官
が
東
京
地

裁
、
東
京
高
裁
に
集
中
す
る

一
元
的
な

人
事
制
度
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
同
時
に
、
３
年
か
ら
５
年
ご
と
に

広
域
的
に
転
勤
さ
せ
る
や
り
方
も
変
え

な
い
と
、
裁
判
官
が
常
に
次
の
異
動
先

を
意
識
し
て
裁
判
を
行
な
う
風
潮
は
改

ま
ら
な
い
と
思

い
ま
す
」

さ
ら
に
、
裁
判
官
の
人
事
や
昇
給
が

ど
の
よ
う
な
基
準
で
行
な
わ
れ
て
い
る

の
か
、
外
か
ら
は
ま
っ
た
く
う
か
が

い

知
れ
な
い
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
言
う

の
は
前
出
の
新
藤
氏
だ
。

「裁
判
所
に
関
す
る
情
報
公
開
は
、
最

高
裁
が
決
め
た

一．要
綱
』
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
行
政
機
関
と
同
様
、

裁
判
所
に
も
情
報
公
開
の
法
的
な
義
務

を
課
す

ク
裁
判
所
情
報
公
開
法
″
を
制

定
す
べ
き
で
す
。
最
高
裁
事
務
総
局
会

議
や
裁
判
官
会
議
に
は
議
事
録
が
あ
る

は
ず
だ
し
、
そ
こ
で
は
裁
判
官
人
事
に

関
す
る
議
論
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
る

は
ず
な
ん
で
す
が
、
絶
対
に
表
に
出
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
厚
い
ベ
ー

ル
に
包
ま
れ
た
裁
判
所
の
内
部
を
、
裁

判
所
情
報
公
開
法
に
よ
っ
て
国
民
が
監

視
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
で
す
」

だ
が
、
最
高
裁
が
自
ら
の
権
力
を
縛

る
よ
う
な
、
こ
う
し
た
改
革
を
行
な
う

と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
、
当
面
は

被
疑
者
の
取
り
調
べ
を
録
音

・
録
画
す

る
可
視
化
を
進
め
、
警
察
＆
検
察
が
ウ

ツ
の
調
書
を
作
成
し
て
い
な
い
か
、
ヒ

ラ
メ
裁
判
官
で
も
ク助
け
ク
ら
れ
な
い
仕

組
み
を
作
り
上
げ
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

冒
頭
で
も
紹
介
し
た
が
、
仮
釈
放
後

の
記
者
会
見
で
鈴
木
宗
男
氏
は
次
の
よ

う
に
力
説
し
た
。

「大
事
な
の
は
被
疑
者
の
取
り
調
べ
だ

け
で
な
く
、
証
人
や
参
考
人
と
し
て
将

来
、
法
廷
で
証
言
を
求
め
ら
れ
る
可
能

性
の
あ
る
人
す
べ
て
の
聴
取
を
含
め
た

全
面
的
な
可
視
化
で
す
」

そ
う
し
な
け
れ
ば
裁
判
の
公
正
が
保

た
れ
な
い
の
も
情
け
な
い
話
だ
が
、
今

の
ま
ま
で
は
裁
判
所
は
国
民
の
信
頼
を

失
い
続
け
る
だ
け
だ
。
検
察
の

「国
策

捜
査
」
を
支
え
る

「国
策
司
法
」
で
し

か
な

い
と
―
―
。

そ
の
な
か
で
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、

自
ら
の
資
金
管
理
団
体

「陸
山
会
」
の

土
地
取
引
を
め
ぐ
る
政
治
資
金
規
正
法

違
反
の
容
疑
で
強
制
起
訴
さ
れ
た
小
沢

一
郎
氏
の
裁
判
だ
。

昨
年
１２
月
１６
日
の
公
判
で
、
元
会
計

責
任
者
を
取
り
調
べ
た
元
検
事
の
前
田

恒
彦
受
副
者

（「郵
便
不
工
事
件
」
で

証
拠
を
改
ざ
ん
じ
実
刑
が
確
定
）
が
、

「特
捜
部
の
捜
査
は
見
立
て
違

い
の
妄

想
だ

っ
た
」

と
証
言
す
る
な
ど
、
検
察
捜
査
の
間

題
点
が
浮
か
び
上
が

っ
て
い
る
。
今
年

４
月
に
は
判
決
が
出
る
予
定
と
さ
れ
る

が
、
さ
て
、
東
京
地
裁
の
大
善
文
男
裁

判
長
は
ど
の
よ
う
な
判
決
文
を
書
く
の

だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、
大
善
裁
判
長
は
早
大
卒
、

初
任
地
は
東
京
地
裁
。
司
法
研
修
所
教

官
や
高
松
高
裁
事
務
局
長
の
経
験
を
持

つ
な
ど
、　
一
応
エ
リ
ー
ト
裁
判
官
ら
し

い
の
だ
が
…
…
。

注目される小沢―良晏氏の裁判の行方。

どのような判決が言い渡されるのか

… ? 判決は4月 の予定だ

呵′レー ー・・ - 3■ ハ


